
揖斐農林事務所の普及活動状況 令和５年５月 29 日現在 

 

■担い手育成 ■柿・夏秋なす 帰農塾開講 

 ＪＡいび川は、５月 13 日に後継者の確保と生産技術向上を図

るため、新規栽培者や定年帰農者を対象として、柿と夏秋なす

をテーマとした帰農塾を開催し、柿には４名、夏秋なすには７

名が参加した。 

農業普及課は部会役員と連携し、室内講義と栽培管理方法等

の現場研修を行った。参加者から積極的な質問があり、有意義

な研修となった。今後それぞれ４回開催を予定しており、農業

普及課は引き続き研修支援を行っていく。 

 

 

■担い手 揖斐地区農業婦人クラブ連絡協議会総会 

 揖斐地区農業婦人クラブ連絡協議会は５月 18 日に通常総会

を開催し、管内の８グループから 37 名が出席した。議案は全て

承認され、今年度の活動に向け動き出した。 

総会終了後に管内で生産されたフランネルフラワー（参加記

念品として配布）の管理方法について、農業普及課が講師とし

て研修を行った。管理が難しい鉢花であるが、翌年にも花を咲

かせたいと出席者の関心は高かった。 

 コロナ明けで地域内外での活動も活発になることから、農業

普及課では今後も継続して同協議会の活動支援を行う。 

 

 

■小麦 肥料実証ほの収穫調査 

 ５月 26 日に、大野町の小麦の肥料実証ほ場において、近年環

境面への影響が懸念されるプラスチック被膜肥料の代替となる

緩効性肥料の効果を検討するためＪＡ、肥料メーカー等関係者

とともに試験区の坪刈り調査を実施した。今後、品質、収量性

等を詳細に評価していく。 

揖斐地域では５月 28 日に５年産小麦の収穫が始まったが、農

業普及課では今回の肥料実証の取組みなどを踏まえ、次年産の

安定生産に向けた支援を行っていく。 

 

 

■直売所の品目拡大 野菜栽培講習会の開催 

５月 16日、ＪＡいび川担い手サポートセンターにおいて直売所

の出荷者の増加や出荷品目の拡大を目的として野菜栽培研修会が

ＪＡいび川主催で開催され、32名が参加した。 

農業普及課は講師として、「果菜類の栽培のポイント」と題し

てトマト、ナスの栽培の基本等について説明を行った。出席者か

らは多くの質問があり、熱心さが感じられた。 

 農業普及課では、今後も野菜講習会の開催を支援し、直売所の

出荷拡大に向けて、継続的支援を行っていく。 

 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

【帰農塾（夏秋なす）の様子】 

【研修会の様子】 

【収穫調査の様子】 

【研修会の様子】 



■柿 摘雷講習会～大野町内６地区で開催～ 

 ４月 29 日に、大野町かき振興会主催の摘蕾講習会が３年ぶり

に開催され、６地区において振興会員約 280 人が出席した。 

講習会は振興会技術部会と農業普及課が講師となり、摘蕾等

の栽培管理の指導を行うとともに、現在の生育状況及び病害虫

の発生状況について説明し、適期作業の徹底を図った。 

 今年の柿は平年より 10 日程度早く生育が進んでおり、農業普

及課では、今後も生育に合わせた栽培指導を行っていく。 

 

 

■茶 コープぎふ茶摘み体験～美濃いび茶の消費宣伝～ 

 ５月 13 日に、コープぎふ会員 50 名を招き、（株）お茶の瑞草

園主催の茶消費宣伝イベントが池田町茶業振興センターで開催

された。 

イベントでは、手摘み体験とともに和紅茶の簡易製造法等の紹

介、摘み取った茶葉の「新茶の天ぷら」の振る舞いなどが行われ

た。また農業普及課は産地概要の説明とともに手摘み指導を行っ

た。参加者からは手摘みした茶葉の製造方法などの質問が多くあ

り、関心も高かった。 

農業普及課では、今後も茶の消費拡大に向けたイベント等の

開催を支援していく。 

 

 

■揖斐地域特産農産物 振興チーム会議の実施 
 ５月 15 日に、地域特産農産物の振興にむけたチーム会議

を揖斐川町、ＪＡ、農業普及課の担当者で行った。「徳山な

んば」をはじめ、「飛騨美濃伝統野菜」、「わさび」などに

ついて、現状の情報共有を図るとともに活動計画を検討し

た。今年度は「徳山なんば」を活動の重点として取組み、６

月に協議会を立ち上げるなど、一層推進していく予定であ

る。 

今後は、品目ごとに農業者や関係者と連携して活動を進

め、特産品の振興を図っていく。 

 

 

■飛騨美濃伝統野菜 岐阜大学生との連携 
 ５月 21 日に、揖斐川町春日公民館で、昨年設立した飛騨

美濃伝統野菜クラブと岐阜大学里山くらし応援隊の顔合わ

せと活動計画の打合せが行われた。 

野菜クラブは、飛騨美濃伝統野菜の生産を拡大するととも

に販売時に認証マークを貼ってＰＲを行う。また、里山くら

し応援隊は、貝原棚田で伝統野菜（春日豆）を栽培し、岐大

祭の模擬店で伝統野菜のＰＲするとともに、英語版で伝統野

菜や徳山なんばを紹介するＷＥＢページを作成する計画で

ある。 

農業普及課は作付け等についてアドバイスを行い、今後も

引き続き活動支援を行っていく。 

 

 

中山間地域を守り育てる対策 

【茶摘みの様子】 

【チーム会議の様子】 

【講習会の様子】 

【顔合わせの様子】 


